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1
　一国の言語の特徴は，その国の歴史，風土，伝統と無関係ではあり得ない。
カナダ英語もその例外ではなく，カナダという国の歴史，風土，伝統と密接に
関連している。
　しかし，カナダ英語についてこれまでしばしば言われてきたことは，果して
カナダ英語なるものが，American　English，　British　English，　Australian
En91ish，　Newzealand　Englishというふうにそれぞれ固有の特徴をもって存在
し得るかということである。こう言われてきた背景には様々な理由があるのだ
が，その第一に挙げなくてはならないのは，カナダ英語はアメリカ英語やイギ
リス英語との共通点があまりにも多いため，例えば，オーストラリア英語のよ
うな独特な英語をもつことができなかったということである。もちろん，オー
ストラリア英語と言えどもその中核をなすものはイギリス英語であるが，とく
に口語・俗語・慣用表現の点でカナダ英語よりもはるかに特異なものが見られ
る。それでは，カナダ英語について考察する前に，まずカナダという国の概観
に触れてみよう。
　日本の27倍の広さをもつカナダは，東西5，186キロ，南北4，626キロの広大な
国土にまたがる巨大な国である。東西の幅が実に広く，国内に時間帯が6つも
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ある。しかも東西の約5，000キロが，世界で最も長いアメリカとの無防備の国
境線である。この地理的条件からしてカナダとアメリカの関係がいかに親密に
ならざるを得なかったか理解できよう。
　しかし，カナダはソ連についで世界で二番目に広く，ヨーロッパと呼ばれる
地域の全域よりもまだ広いのであるが，その89％は今日でも人間の定住してい
ない土地である。カナダ北部は果てしなく続く原始林か荒涼とした北極の凍土
できびしい自然は入を寄せつけない。
　カナダの総人口はわずか2，409万人（1981年現在）であり，アメリカの10分
の1にすぎない。しかも入口の80％がアメリカとの国境から400キロの範囲内
にある大都市に住んでいる。セント・ローレンス河畔のケベック市からオンタ
リオ湖西端までの間はとくに人口の集中が著しく，人口の60％がこの地域に住
んでいる。そのため，国境を越えてアメリカからはラジオ，テレビ，映画，演
劇，雑誌，書籍などがどんどん入ってくる。19世紀に入ってからもかなりの長
い間，カナダとアメリカの国境は定着していなかった。だから人々は自由にい
ききしていたのである。この状況は今日においても少しも変わっていない。両
国の入々はまるで隣の町にでもいくような気持で気軽にいききする。パスポー
トがなくてもアメリカ国籍とカナダ国籍を有する者は，出生証明書（birth
certificate）か運転免許証を提示するだけで国境の検問所を自由に通ることが
できる。
　現在の日本では考えられないことだが，カナダの小学校で使われている教科
書がアメリカで編纂されているということで問題になったことがあったとい
（1）
う。これまたよく言われることだが，カナダの小学生や中学生はアメリカの大
統領の名は知っていても自国の首相の名を知っている者は少ないという。また
アメリカ人の中にはカナダを自国の州の一つぐらいにしか考えていない人もい
るし，カナダはアメリカのbackyardにすぎないと半ば嘲笑的に言う人もいる。
2
アメリカの社会とカナダの社会を比較してアメリカは「入種のルツボ」であ
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り，カナダは「人種のモザイク」とはよく言われる言葉だが，確かにカナダに
は過半数を占める民族集団がいない。カナダの社会は様々な入種が入り混じっ
た少数民族の集合体なのである。
　それではカナダの人種構成比率を具体的に調べてみよう。　（センサス・カナ
ダ（1971年調査）。
アングロサクソン系
フランス系
ドイツ系
イタリア系
ウクライナ系
オランダ系
ポーランド系
ユダヤ系
原住インディアン系
44．6％
28．7％
6．1％
3，4％
2．7％
2．0％
1．5％
1．4％
1，4％
　このほかに，1％未満の人種としては，アイスランド，オーストラリア，デ
ンマーク，ベルギー，ハンガリー，チェコ，ノルウエー，スェーデン，日本，
中国，インド，フィリピン，パキスタンなどがある。過半数を占める人種がい
なく，様々な民族から構成されるカナダ社会においては人々はそれぞれ固有の
文化や伝統を保持している。従ってアメリカ社会のように一つのmelting　pot
の中に入ってしまうということはないのであろう。
　こんどは，言語の面からカナダ社会の特徴をみてみよう。英語とフランス語
はカナダの公用語（official　language）であるが，実際カナダに住む人々は家
庭で何語を話しているのであろうか。1971年調査のセンサス・カナダによれば
次のようになっている。
英語 66．97％
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フランス語
イタリア語
ドイツ語
ウクライナ語
原住インデ・アン語＼
　　　　　　　　　／原住エスキモー語
ギリシア語
中国語
ポルトガル語
日本語
25．71％
1．97％
0．99％
0．67％
0．64％
0．40％
0．36％
0．35％
0．05％
　より厳密に言えば，原住民であるインディアン，エスキモーを含めて，様々
な人種が構成するカナダの国内では，約100の言語が語られているとも言われ
ているが，上記の表からも明らかなように，カナダ社会の主な特徴は，言語の
二重性ということである。事実カナダでは人々は社会生活をおくるにあたって
それぞれの民族的起源とは関係なく，英語，フランス語いずれかの言語，また
場合によっては両方の言語を使用する。教育をうけるときもまったく同じであ
る。
　英語とフランス語がカナダの公用語であることは前に述べたが，しかし実際
には英語は，ケベック州を除いて，全国的に使われている最も一般的な言葉で
ある。カナダ国民の67％は英語のみを話し，26％はフランス語のみを話す。両
方話せるのは約13％であり，2％は英語もフランス語も話せない。しかもフラ
ンス語を話すカナダ人の85％はケベック州に住み，同州内では全体の80％がフ
ランス語系である。
　今更指摘するまでもなく，カナダは移民によって形成された国である。従っ
て，カナダ英語を研究対象とするとき，過去の移民の実態を歴史にさかのぼっ
て調べなくてはならない。いったい，いつ誰がどんな種類の英語をカナダに持
ち込んだのであろうか。それがどのように変化していったのであろうか。
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　アメリカ東岸の13のイギリス植民地が，独立革命の闘争に立ち上がったと
き，誰もが新しい革命政府の下で住むことを望んだわけではなかった。当然の
ことながら，イギリス国王を支持し，独立に反対する者もあった。Loyalists
（イギリス王党員）と呼ばれる人々である。その数は約3万人であり，もとも
と都市のインテリや実業家などアメリカ社会のエリートたちであった。
　彼らはカナダ南部の州であるオンタリオとカナダ南東部の州であるニューブ
ランズウィックの最初の住民となった人たちである。とくに1812年頃までには
多数のアメリカ人がオンタリオへ移民しはじめた。しかし，1815年から1875年
までの間にはイギリスからの移民が急激に増え，その数はカナダの新人口の大
半を占めるに至った。この歴史的な事実からしても，カナダ英語はある意味で
はイギリス英語とアメリカ英語の“混合物”にならざるを得なかったかが理解
できよう。
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　1919年にアメリカの批評家でありかっジャーナリストでもあったH．L
MenckenはThe　American　Languageを書き，イギリス英語に対するアメリ
カ英語の独立宣言をしたが，カナダの英語学者にとっては想像することもでき
なかったことであろう。もっともMenckenのThe　American　Languageに
対してはイギリス英語に対する劣等感の裏返しにすぎないと手厳しい見方をす
る評者もいないわけではない。しかし，いずれにしても一国の言語の研究がそ
の国の国民のアイデンティティと深くかかわっていることだけは否定できな
い。ナショナリズムの昂揚と同時に言語に対する独立意識こそが言語研究に立
ち向かわせるのである。その点カナダでは一体どうであろうか。
　一時カナダではアイデンティティ　（identity）の問題がマスコミでやかまし
く取り上げられたことがあった。しかしさんざん議論したあげく結局は結論が
でなかった。そしてしまいには「いくら議論を続けても定義することが不可能
なのがカナダ人である」というような妙な定義までとびだしてきたのである。
　カナダ英語に対しても同じことが言える。この小論のはじめに述べたように
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カナダ英語なるものの存在そのものが疑問視されているのである。このような
意識はカナダ英語に対する研究態度にもそのまま表われている。イギリス英語
こそが標準的な唯二の英語だと思っているカナダ人もいれば，カナダ英語はア
メリカ英語の一変形にすぎないと思っているカナダ人もいる。またカナダ人で
ありながらカナダ英語の存在を一切認めないカナダ人もいる。母国語に対する
意識がきわめて希薄なのだ。
　このような考え方はイギリスやアメリカの英語学者とて例外ではない。たと
えば，イギリスの英語学者George　Leslie　BrookはEnglish　Dialectsの中で
アメリカ英語については，語i彙（Vocabulary），意味論（Semantics），発音
（Pronunciation），形態論（Morphology），統語論（Syntax），方言（Dialects）
とそれぞれの立場から詳細に記述しているが，カナダ英語については僅かに1
ページをさいているにすぎない。しかもカナダ英語の将来については「やがて
カナダ英語は独自の英語を作り出すであろうが，それは，アメリカ合衆国の英
　　　　　　　　　　（2）語に酷似するであろう」と指摘するにとどまっている。カナダ原住民の言語に
関する言及などまったくしていない。
　同じくイギリスの英語学者，Randolph　QuirkとSidney　GreenbaumもA
Universidy　Grammar　of　Englishの中で，カナダ英語に言及しているが，僅
かに7行をさき，“Canadian　English　is　in　a　similar　position　in　relation　tO
AmE．　Close　economic，　social，　and　intellectuai　links　a　long　a　400－mile
frontier　ha’ve　naturally　caused　the　larger　community　to　have　an　enormous
influence　on　the　smaller，　not　least　in　language．　Though　in　many　respects、
Canadian　English　follows　British　rather　than　United　States　practice，　in
many　other　respects　it　has　approximated　to　AmE　and　seems　like1y　to
　　　　　　　　　　　　（3）continue　in　this　direction・”と述べ，カナダ英語に対する考え方は，　Brookの
見解とほぼ一致している。要するに，アメリカとの経済的，社会的，知的な面
における密接な結びつきからカナダ英語はアメリカ英語に接近していくであろ
うという考え方である。カナダ英語の独自性については一切触れていない。
　それでは，アメリカの英語学者はカナダ英語についてどのような見方をして
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いるのであろうか。Albert　C．　BaughはA　History　of　the　English　Language
の中で，カナダ英語について言及しているがこれまた僅かに14行をさいている
にすぎない。
　　Canadian　English，　as　would　be　expected，　has　much　in　common　with
that　of　the　United　States　while　retaining　a　few　features　of　English
pronunciation　and　spelling．　Many　of　the　earlier　settlers　in　Canada　came
from　the　United　States，　and　the　influence　of　the　United　States　has
always　been　very　strong．　A　writer　in　the　Canadian　Journal　in　1857
complains　of　the　new　words　adopted　from　us，“imported　by　travellers，
daily　circulated　by　American　newspapers，　and　lagerly　incorporated　into　the
language　of　our　Provincial　press．”　Needless　to　say，　he　considers　the
influence　wholly　bad，　and　his　words　are　still　echoed　by　Canadians　who
deplore　the　wide　circulation　of　American　books　and　magazines　in　Canada
and　in　recent　years　the　further　influence　of　the　moving　picture　and　the
radio．　Nevertheless　the　English　of　Canada　can　only　be　described　as　a
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variety　of　American　English．
　　カナダ英語に対するアメリカ英語の絶大なる影響力については誰もが認める
ところであるが，Baugh　も結局はカナダ英語の起源とかその構成要素につい
ては無関心であったようだ。
　　アメリカの英語学者Raven　1．　McDavidの論文“The　Dialects　of　American
E・gi・h・が，　W．　N・1・・n　F・an・i・のTh・　St・u・t・re・）f　Am・ri・an　E・gli・h’ﾌ
第9章をなしている。その中でMcDavidはBaughと違ってカナダ英語の特
徴について一応，発音（Pronunciation），語彙（Vocabulary），語形・統語
（Morphology　and　Syntax）の点から記述しているが，発音については，　house
nice，　shone，　wont，語彙ついてはchesterfield，　county　town，　reeve，　warden，
dew　worm，　tap，　serviette，　shook，ましてや語形・統語については，　He　lives
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）in　King　Street．を挙げているにすぎない。
　上記の例からもわかるように，イギリスの英語学者にとってもアメリカの英
語学者にとってもカナダ英語などはまるで無関心であったし，興味の対象には
なり得なかった。カナダ英語の存在そのものがほとんど無視されてきたといっ
てよい。研究対象として魅力のある分野ではなかったのだ。
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　それではカナダの英語学者自身がカナダ英語をどのように扱ってきたであろ
うか。カナダにおいてカナダ英語に対する研究が開始されるようになったのも
決して古い話ではない。たとえば，Canadian　Lin9uistic　Associationが設立
され，The　Canadian／ournal（］f　Linguisticsがはじめて発行されたのは1954
年である。
　Walter　S．　AvisとA．　M．　Kinlochが編集したWritings　On　Canadian
　　　（6）Englishによれば，カナダ英語についてこれまでエッセイ風のものは，かなり
書かれているのであるが，まとまった単行本となると4冊程度にすぎない。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）の中でも代表的なものは，J．　K．　Chambersが編集したCanadian　Englishで
あるが，体系化された研究とは言いがたい。フィールドワークも著しく欠けて
いる。
　M．H．　ScargillのModern　Canadian　Usageは，アンケートを用いて，発
音，スペリング，語法の観点からカナダ英語の実態を調査したものである。調
査の対象になった者は，Grade　Nineの男子学生，女子学生（日本で言えば高
校3年生）とその父親母親である。ごく限られた数とは言え，調査地域がカ
ナダの全州に及んでいるという点では画期的であり，ユニークな研究書であ
る。しかし，この本が発行されたのは，1974年である。カナダの建国は1867年
であり，アメリカより約100年若い。歴史の浅さを考えればやむを得ない面が
あるのだが，いずれにしてもイギリス，アメリカ，オーストラリアと比較する
とき，母国語に対する研究はかなり立ち遅れている点だけは率直に認めなくて
はならない。
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　しかし，カナダ英語の画一化は困難であり，アメリカ英語の絶大なる影響力
を認めつつもカナダ英語の存在そのものを根底から否定してしまう者はいない
であろう。イギリス英語，アメリカ英語，オーストラリァ英語というふうにそ
れぞれの特色をはっきりと打ち出すことは困難かも知れないが，先ず語彙の面
からカナダ英語の特徴をみてみよう。
　エスキモーやインディアンを介して入ってきた語のうち，カナダで一般に用
いられるようになったのは極めて少ないが，原住民の言語がカナダ英語を豊富
にしている点に変わりはない。それではその代表的なものをいくつかあげてみ
よう。
　babiche（なめしていない皮ひも），　cheechako（新参者），　chuck（水），　igloo
（氷の家），tillicum（友達），　kayak（皮張り小舟），　toboggan（平底そり），
mukluk（アザラシ皮の靴），　wigwan（卵形のテント小屋），　totem（トーテム）
chinook（暖風），　saltchuck（海水），　cohonk（カナダ産の雁），　klahanie（戸
外の広ftとした土地），　muskeg（沼地），　manito（霊魂），　parka（毛皮のフー
ドつきジャケッF），plains　provisions（バッフアローの肉），　kokanee（べに
ざけ），pemlnican（肉もち），　shaganapPi（生皮からつくる皮ひも；インディ
ァンポニー），komatik（木製のそり），　kaletuk（フードつきの毛皮の上着），
ooloo（三日月形のナイフ），　oomiak（木のわくにアザラシの皮を張ったエスキ
モーの舟）。
　カナダとフランスの関わり合いは，17世紀のはじめ，フランス王アンリ四世
が有能な航海家シャンプレーンを派遣したことにはじまる。彼は1604年アカー
ディァ（現在のノヴア・スコシァとニュー・ブランズウィック州）にロイヤル
港というフランス最初の植民地を建設した。その結果，カナダ英語にはフラン
ス語からの借用語が見受けられる。
　brul6（火事で焼けただれた森林地帯），　butte（平原などで急にそびえている
山），cache（品物の保管場所；貴重品などを隠しておく場所），　fameuse（秋に
とれるりんご），Fauvism（野獣主義といわれる芸術的表現），　habitant（フラ
ンス系カナダ入の農夫），Iacrosse（ラクロス：網状のラケットを用いたホッケ
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一に似たゲーム），coureurs・de－bois（毛皮貿易の取引に従事したフランス系カ
ナダ人またはインディアンの混血人），M6tisまたはMetis（フランス系カナ
ダ人と北米インディアンとの混血人），portage（2っの水路をつなぐ運搬），
Prairie（大草原），　sault（滝，急流），　voyageur（毛皮交易の舟の運送にあた
ったフランス系カナダ入またはインディァンの混血人）。
　カナダとソ連は気候の条件が似ているせいか，tundra（凍土帯），　taiga（針
葉樹林）など，ロシア語からの借用語が入っている。
　日本語からカナダ英語にに入った語彙となるとその数はかなり限られている
が，カナダの英語辞典，The　Senior　L）ictionary（この辞典はアメリカの英語
辞典，Thorndilee－Barnhart　High　School　Dictionaryを土台にしており，完全
なカナダ産の辞典とは言えないのだが）には，at　randomに見ただけでも次の
日本語が収録されているので参考のために挙げておく。
　ainu（アイヌ），　banzai（萬歳），　bushi－do（武士道），　daimio（大名），　geisha
（芸者），haiku（俳句），　harakiri（腹切り），　hibachi（火鉢），　issei（一世），
kamikaze（神風），　kimono（着物），　karate（空手），　mikado（御門），　nisei
（2世），sake（酒），　sansei（3世），　shogun（将軍），　sukiyaki（すきやき），
tempura（てんぷら），　torii（鳥居），　yen（円），　zen（禅）。しかし，実際に普
及している語はここであげた中でもごく限られているであろう。またKika・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）nisei（帰化2世）がADictionary　of　Canadianism　on　Historical　Principles
に収録されているが，カナダにおける日系移民の歴史を象徴する言葉として興
味深い。伊丹レイ子氏によれば，tofuやsushiなどの言葉も日系カナダ人の
多いバンクーバーやトロントでは，使用の頻度が高くなってきているとのこと
　　（9）
である。
　The　Senior　DictionarPtによれば，カナダの地域性が根ざした言葉として次
　　　　　　　　　　（10）のものが挙げられている。
Newfoundland：jinker，　nunny　bag，　tickle，　tilt．
Maritime　Provinces：aboideau，　gaspereau，10ng　liner．
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Ontario：concess量on　road，　dew－worm，　fire－reels．
Prairie　Provinces：bluff，　grid　road，10cal　improvement　distr量ct．
Bri亡ish　Columbia：rancherie，　skookum，　steelhead．
the　Northland：bush　pilot，　catswing，　cheechako．
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　カナダ人の英語の発音に関してよく言われることだが，カナダ入はアメリカ
ではイギリス人かと思われ，イギリスではアメリカ人と間違えられるという。
このことはイギリス英語とアメリカ英語の中間に位置するカナダ英語の立場を
よく物語っているといえよう。
　しかし，一般的な傾向として言えることはカナダ英語はアメリカからのテレ
ビやラジオ等のマス・メディアを通じてアメリカ英語の影響を圧倒的に受けて
いることや，人口の80％がアメリカとの国境から400キロの範囲内にある大都
市に住んでいることを考え合わせるとき，カナダ英語はイギリス英語の発音よ
りもアメリカ英語の発音に近いということができるであろう。とにかくマス・
メディアによるアメリカ英語の影響力が絶大なのだ。
　たとえば，Scargi11の調査によれば，　scheduleの発音は70％以上の人々が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）アメリカ式に［sk6d3u：ユ］と発音している。同じく，　apricotやgreasyの発
音にしても圧倒的にアメリカ式発音である。
　もちろん，教養あるイギリス系カナダ人の中にはイギリス式の発音をする入
もいるし，語彙によってイギリス方式の発音を採用している場合もある。たと
えば，Zやleverなどに関してはイギリス式に発音する場合が多い。また，世
代間の差があらわれる場合もある。たとえば，newやbutterの発音に関して
は親の世代では，それぞれ［nju：］，［b五tgr］と発音し，子の世代では　［nu：］
［bAder］と発音する傾向がある。つまり親の世代ではイギリス式に発音し，子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）の世代ではアメリカ式に発音する場合が多いということである。ここにもアメ
リカ英語の影響力があらわれているということができるであろう。
　それではイギリス式でもアメリカ式でもないカナダ人特有の発音と思われる
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ものをいくつか挙げてみよう。（1）house，　niceの場合のように無声子音の
前では／ew／，／9y／となる。（2）とくにトロント周辺ではaboutを［eb，out］と
発音する傾向がある。この［ou］の音はスコットランドの英語の影響といわれ
ている。（3）“r”の発音は語尾のときも子音の問にはさまるときもはっきり
と発音する。（4）shineの過去形shoneは／a／または／っ／となる傾向があ
る。（5）won’tでは／u／または／uw／となる。（6）winter，　dentist，　Toronto
の発音はそれぞれwinner，　dennist，　Toronnaのように聞こえる。
　音声と比較して綴り字に関して人間は元来保守的である。このことはカナダ
英語の綴り字についてもまったく同じことが言える。カナダ英語は多くの点で
イギリス英語とアメリカ英語の中間的な立場をとっているが，綴り字に関して
はイギリス式が好まれる。ジャーナリズムでは特にそうである。たとえばカナダ
で最も広く読まれている週刊誌，Maclean’sはイギリス式の綴り字，　catalogue
centre，　defence，　grey，　offence，　travelling，　theatre，　metreなどを用いている。
The　Canadian　Forumについてもほとんど同じことがいえる。しかし，普通
のカナダ入が使用する綴り字となるとイギリス式とアメリカ式の中間的な立場
をとっている場合が多い。また世代によっても差がある。この辺がカナダ英語
の複雑なところである。再び，Scargil1の調査によれば，
Which　spelling　do　you　use？
A．color
B．　colour
C．　either　one
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）という質問に対して結果は表1のようになっている。
　color，　colourに関しては，若い世代の学生の方がイギリス式を好むという意
外な結果になっている。しかし，defense，　defenceとなると世代間の格差がは
　　　　　　　　　（14）っきりとあらわれている。（表2）
　　　Which　speUing　do　you　use　？
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、A．　defense
B．defence
C。　either　one
表1
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　全州にわたって父親　母親の600／・台がdefenceを用いるのに対し，男子学
生で50％，女子学生で43％となっている。とくに若い世代に対するアメリカ英
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語の影響が顕著に見られるのである。そしてこの傾向は益々強まっていくであ
ろう。
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　主にイギリス英語とアメリカ英語の違いなのであるが，語彙に関してカナダ
では交互に使われているのが現状である。そのいくつかを挙げてみよう。
カナダ
braces
chesterfield
gas
hood
muffler
servlette
tap
truck
trunk
windshield
イギリス
braces
sofa
petrol
bonnet
silencer
serviette
tap
lorry
boot
windscreen
アメリカ
suspenders
sofa　or　daverport
gas
hood
muffler
table　napkin
facet　or　spigot
truck
trunk
windshield
　もちろん，すべてのカナダ入が上記の表のごとくはっきりと区別して使って
いるということではない。当然のことながらイギリス式に言う人もいればアメ
リカ式に言う入もいる。上記の表は一つの傾向にすぎない。ただ上記の表で興
味深いのは，カナダ人は日常の生活の語彙の点ではイギリス英語を用い，自動
車関係ではアメリカ英語を用いる傾向があるということである。自動車関係に
関してカナダは自動車王国アメリカの影響をまともに受けているということで
あろうか。
　これまで見てきたようにカナダ英語の場合には画一化が極めて困難であり，
常にイギリス英語とアメリカ英語の中間に位置し，多くの点でイギリス英語と
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アメリカ英語の“混合物”にならざるを得なかった。その点オーストラリア英
語の場合にはその中核がイギリス英語とは言え，たまたま孤立した大陸のた
めアメリカ英語の影響を直接に受けることなく，カナダ英語と比較するとはる
かに独自の道を歩むことができた。カナダ英語が“混合物”にならざるを得な
かったのも，カナダの移民の歴史，アメリカとの地理的，経済的，社会的関係
を考えるならば致し方ないものであった。
　しかし，ここで少し視点を変えて国際政治の面からカナダを見るとカナダは
個性の強い国なのである。その個性の強さも大国にありがちな軍事力を背景に
した押しつけの政策ではなく，威信にこだわらない中間国家としての常に現実
的，客観的な認識である。アメリカと密接な関係にありながらアメリカー辺倒
にならぬ自主性がある。その最も顕著な例は国連の平和維持への貢献と中国の
承認である。またカナダは北大西洋条約機構（NATO）の加盟国でありながら
ベトナム戦争を激しく批判し続けたし，アメリカの徴兵忌避者を自由に受け入
れた。この点ではベトナム戦争を一貫して支持したイギリスやベトナムへの派
兵をいち早く決定したオーストラリアとは対照的である。そしてカナダは1970
年には各国に先がけて中国と正式に国交を樹立しているのである。
　こういった中間国家としてのカナダ独自の特性が言語の面にも表われてこな
いだろうか。それはイギリスの伝統から解き放され，しかもアメリカニズムの
影響を受けることなく，いわば中間国家の理念が躍動する世界のコミュニケー
ションに貢献する国際語としての英語である。
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